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〜
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
〜

村
自
立
へ
の
道
し
る
べ

〝
総
合
計
画
と
は
〞

村
自
立
へ
の
道
し
る
べ
4

一
方
、
近
年
、
地
方
分
権
改
革
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
財
政
状
況
な
ど
本

村
の
取
り
巻
く
環
境
は
、
著
し
く
変
化
し

て
お
り
、
特
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

危
機
的
な
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
打
開
し
、
行
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
、
二
度
に
わ
た
り
市
町

村
合
併
に
臨
み
ま
し
た
が
、
不
調
に
終
わ

り
ま
し
た
。

今
後
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
自
立
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
総
合
計
画
の
実

績
を
分
析
・
評
価
し
、
今
後
の
社
会
経
済

情
勢
に
対
応
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
し
て
第
４
次
千
早
赤
阪
村
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

な
お
、
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た
社
会
背

景
や
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
作
成
す

る
も
の
と
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
〝
ち
は
や
あ
か
さ
か
〞
ま
ち
づ
く
り
村

民
会
議
を
開
催
し
、村
の
将
来
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど

を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

総
務
課
秘
書
政
策
グ
ル
ー
プ

地
方
自
治
法
で
は
「
市
町
村
は
、
そ
の

事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
議
会

の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た

め
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行

な
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
策
定

す
る
も
の
で
す
。

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で

あ
る
将
来
像
を
掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
諸
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、

村
の
計
画
と
し
て
最
も
上
位
に
位
置
付
ら

れ
、
村
の
施
策
の
柱
と
な
る
も
の
で
す
。

本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
３
次
に
わ

た
り
総
合
計
画
を
策
定
し
、
各
種
施
策
・

事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
、
第
３
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
（
平

成
22
年
度
末
終
了
）
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

第3次千早赤阪村総合計画の概要

〈計画期間〉

平成13年度～平成22年度

〈将来像〉

人・自然・歴史－やすらぎの里

ちはやあかさか

〈6つの施策大綱〉

1．豊かな自然と歴史文化を守り、伝え、

活用します

2．便利で、ここちよく暮らせる都市基盤

を形成します

3．地域資源を生かして産業を振興します

4．やすらぎ、安心して暮らせる地域社会

を形成します

5．だれもが地域を誇れるこころを育みます

6．みんながまちづくりに参加できる開か

れたしくみをつくります

第4次千早赤阪村総合計画策定体制

総合計画審議会 村長

総合計画策定小委員会
（課長代理級・係長級で構成：基本事項の調査研究）

総合計画策定小委員会専門部会
（担当者で構成：個別事項の調査研究）

各課における分析、施策の状況、課題整理

事務局（総務課秘書政策グループ）

【住民参画】

住民アンケート
（仮称）まちづくり村民会議
パブリックコメント　など

諮問 基本構想の上程

答申 議決

情報提供

cd

c

庁
内
策
定
体
制

総合計画策定委員会
（課長級で構成：重要事項の審査・調整）情報提供

議
会

報告

第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

「
赤
字
転
落
」、「
財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
」
を
回
避

す
る
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
昨
年
12
月
に
平
成
24
年
度

ま
で
の
３
カ
年
の
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

し
た
「
千
早
赤
阪
村
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
具
体
策
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
を
策

定
し
、
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

一
方
で
現
在
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
と
し
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
た
、「
第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
い
か
に
し
て

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

「
赤
字
転
落
」、「
財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
」
を
回
避

す
る
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
昨
年
12
月
に
平
成
24
年
度

ま
で
の
３
カ
年
の
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

し
た
「
千
早
赤
阪
村
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
具
体
策
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
を
策

定
し
、
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

一
方
で
現
在
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
と
し
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
た
、「
第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
い
か
に
し
て

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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cd
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
91
号

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
21
年
12
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
４
回
）
は
11
月

27
日
に
開
会
し
、
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
計
14
議

案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

12
月
11
日
の
定
例
会
最
終
日
で
は
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
投
票
に

よ
る
採
決
を
原
則
記
名
投
票
と
す
る
議
会
会
議
規
則
の
改
正
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
、
一
般
質
問
を
も
っ
て
15
日
間
の
定
例
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

臨
時
会

11
月
10
日
に
平
成
21
年
第
５

回
臨
時
会
を
開
会
し
、
教
育
委

員
会
委
員
の
再
任
案
件
や
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防

に
か
か
る
経
費
な
ど
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。

全

員

協

議

会

報

告

▼
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に

意
見
続
出

プ
ラ
ン
で
は
、「
富
田
林
市
や
河

内
長
野
市
な
ど
合
併
協
議
を
す
す
め

て
き
た
が
、
成
就
で
き
ず
、
自
立
の

道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
単
独
行

政
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

行
政
、
村
民
と
協
働
し
、
新
た
な
村

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
、
こ
れ

を
基
本
に
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

村
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
あ

げ
、
平
成
26
年
度
末
に
早
期
財
政
健

全
化
団
体
、
27
年
度
末
に
財
政
再
生

団
体
に
転
落
す
る
見
通
し
を
示
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
議
員
か
ら
は
、

全
員
協
議
会
が
12
月
７
日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、「
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
」
や
指
定
管

理
者
な
ど
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
行
政
を
、
利
潤
追
求
す
る
〝
経
営

〞
と
見
立
て
る
こ
と
は
、
憲
法
25
条

や
地
方
自
治
法
に
照
ら
し
て
、
ど
う

か
」「
課
の
再
編
に
つ
い
て
、
単
に

課
と
課
を
合
わ
せ
た
だ
け
で
な
い

か
」「
40
億
円
の
水
道
施
設
の
整
備

は
合
併
協
議
で
河
内
長
野
市
か
ら
出

た
話
で
、
村
は
必
要
な
い
と
し
て
い

た
で
は
な
い
か
」「
仮
に
必
要
と
し

て
も
50
年
間
で
40
億
円
の
話
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
質
問
や
意
見
が
出

ま
し
た
。

▼
第
４
次
総
合
計
画

第
４
次
総
合
計
画
（
平
成
23
年
度

〜
32
年
度
）
は
10
ヵ
年
を
３
期
に
分

割
し
て
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
向
け
て
、
来
年
度
は
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
審
議
会
、（
仮
称
）

ま
ち
づ
く
り
村
民
会
議
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
住
民
の
意
見
を

集
約
し
、
23
年
３
月
の
議
会
で
議
決

す
る
予
定
で
す
。

▼
指
定
管
理
者
の
継
続
に
つ
い
て

左
記
の
施
設
に
つ
い
て
、
３
月
31

日
で
指
定
管
理
の
期
限
が
切
れ
る
た

め
、
現
行
管
理
者
を
指
定
す
る
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

¡
郷
土
資
料
館

社
団
法
人
　

千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

¡
い
き
い
き
サ
ロ
ン

社
会
福
祉
法
人
　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

¡
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠
荘

株
式
会
社
　
グ
ル
メ
杵
屋

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
議
会

運
営
の
透
明
性
及
び
公
正
性
を
確
保

し
、
村
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
果
た
す
目
的
で
、
議
会

会
議
規
則
の
一
部
改
正
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

従
来
は
、「
記
名
ま
た
は
無
記
名
」

と
規
定
さ
れ
て
い
た
議
案
な
ど
の
投

票
に
よ
る
採
決
に
つ
い
て
、「
原
則

記
名
」
投
票
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

議
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
、
ま
た
は
出
席
議
員
２
名
以
上

か
ら
特
別
の
事
由
に
よ
り
理
由
を
付

け
要
求
が
あ
る
と
き
は
「
無
記
名
」

で
表
決
を
採
り
ま
す
。

投
票
採
決
を
原
則
記
名
に

12
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

○
富
美
山
環
境
事
業
組
合
規
約
の
変
更
及
び
同
組
合
の
解
散
並
び
に
財
産
処
分

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
同
組

合
が
共
同
処
理
す
る
事
務
の
追
加
並
び
に
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
回
）
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
に
つ

い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
に

つ
い
て

○
平
成
21
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
議
会
会
議
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
事
務
分
掌
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

同
　
　
意
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
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保
育
所
に
看
護
職
を
配
置
し
て
は

保
育
所
に
看
護
職
を
配
置
し
て
は

棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
効
果
と

今
後
の
方
針
は

棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
効
果
と

今
後
の
方
針
は

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問 

12
月
定
例
会
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。

徳
丸
議
員

子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の

拡
大
を

子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の

拡
大
を

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
の

働
き
か
け
を

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
全

国
で
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
制
度
に
す
る
た
め
に
も
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
。本

村
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

は
府
下
で
も
標
準
的
な
助
成
で
あ
り

こ
れ
以
上
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
別
枠
の
医
療
保
険
に
囲
い
込

み
、
高
い
負
担
と
安
上
が
り
の
差
別

医
療
を
押
し
つ
け
る
も
の
だ
。
存
続

す
れ
ば
、
害
悪
が
一
層
広
が
る
。
保

険
料
は
、
最
大
で
約
１
万
２
０
０
０

円
の
値
上
げ
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

日
本
共
産
党
や
民
主
党
な
ど
４
党
共

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
の

働
き
か
け
を

清
井
議
員

浅
野
議
員

水
道
事
業
の
課
題
と
そ
の
対
策
は

水
道
事
業
の
課
題
と
そ
の
対
策
は

河
内
長
野
市
と
の
合
併
協
議
の

な
か
で
、
本
村
の
水
道
施
設
に
つ
い

て
、
q
施
設
の
老
朽
化
w
自
己
水
の

枯
渇
（
大
阪
府
営
水
道
の
活
用
）
e

千
早
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
の
更
新

が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
を
市
並
み
に
す

る
に
は
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。今
後
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
村
独
自
で
解
決
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
説
明
と
対
策

に
つ
い
て
聞
く
。

q
施
設
の
老
朽
化
は
、
岩
井
谷

浄
水
場
等
は
当
初
か
ら
40
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
更
新
及
び

耐
震
化
が
進
ん
で
い
な
い
w
岩
井
谷

川
か
ら
取
水
し
て
い
る
自
己
水
は
枯

渇
の
傾
向
に
あ
る
。
安
定
し
た
給
水

を
行
う
に
は
府
営
水
道
の
活
用
が
必

要
で
あ
る
e
千
早
地
区
の
簡
易
水
道

は
、
国
の
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
れ

ば
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
、
老
朽
化

し
た
施
設
と
埋
設
管
の
更
新
を
す
べ

き
と
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
は
、
概
算
で
40

億
円
程
度
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
内
訳
は
q
府

営
水
を
岩
井
谷
配
水
池
ま
で
導
入
す

る
費
用
が
15
億
円
w
千
早
地
区
の
簡

易
水
道
の
改
修
に
５
億
円
e
小
吹
台

地
区
の
整
備
に
10
億
円
、
そ
の
他
に

10
億
円
程
度
必
要
で
あ
る
。

村
は
平
成
22
年
度
に
「
水
道
事
業

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
今
後
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
行
く
。

厚
労
省
は
平
成
20
年
に
保
育
指

針
の
改
定
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
養

護
と
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
、
幼

児
の
健
康
状
態
に
対
し
、
保
育
所
が

適
切
な
対
応
が
で
き
る
か
否
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
将
来
を
担
う
幼
児
の

健
全
な
心
身
を
育
て
る
意
味
か
ら
も
、

本
村
に
お
い
て
保
育
所
に
看
護
職
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

保
育
所
に
お
い
て
は
、
従
前
か

ら
子
ど
も
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

嘱
託
医
と
歯
科
医
に
よ
る
定
期
的
な

健
康
診
断
に
加
え
、
保
育
中
も
子
ど

も
の
健
康
状
態
を
観
察
し
て
い
る
。

看
護
職
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
国
か
ら
の
指
示
が
な
い
。

当
日
は
下
赤
阪
棚
田
の
会
や
棚
田

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
、
約

１
５
０
人
の
協
力
を
得
て
、
費
用
総

額
は
99
万
５
０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

効
果
と
し
て
、
多
く
の
人
が
村
を
訪

れ
、
棚
田
の
美
し
さ
、
魅
力
が
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
村

に
対
す
る
人
々
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

好
評
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、
村
と

し
て
来
年
度
も
実
施
し
た
い
。

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
下
赤
阪
の
棚

田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
橋
下
知
事
や

村
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
要
し
た
人
数
や
費

用
総
額
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

11
月
７
日
に
実
施
し
た
棚
田
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
約
１
５
０
０
人

が
来
場
さ
れ
た
。

岩井谷浄水場



大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
一

環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来
場

者
も
あ
り
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
の
内
容
と
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

今
回
の
総
予
算
額
と
大
阪
府
の
補

助
額
お
よ
び
村
の
出
資
額
、そ
し
て
、

設
備
に
要
し
た
費
用
は
。

総
予
算
額
は
99
万
５
０
０
０
円

で
そ
の
う
ち
大
阪
府
の
補
助
額
は
39

万
７
０
０
０
円
。
村
の
出
資
額
は
59

万
８
０
０
０
円
、
設
備
に
要
し
た
費

用
は
65
〜
70
万
円
位
で
あ
っ
た
。

今
回
の
収
支
に
つ
い
て
は
。

村
の
収
入
は
な
い
。

予
算
を
組
ん
で
出
資
す
る
以
上
、

利
益
を
見
込
ん
で
行
く
の
は
当
然
だ
。

次
回
開
催
か
ら
は
是
非
お
願
い
す
る
。

そ
こ
で
、今
回
の
評
価
に
つ
い
て
は
。

棚
田
の
魅
力
と
と
も
に
村
の
農

産
物
の
知
名
度
向
上
に
も
役
立
っ
た
。

次
回
へ
の
課
題
と
宣
伝
方
法
は
。

今
回
開
催
し
て
、
駐
車
場
の
整

理
や
会
場
内
の
立
入
制
限
区
域
の
周

知
な
ど
不
十
分
な
面
が
あ
っ
た
の
で
、

次
回
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。
宣
伝

の
方
法
は
、
新
聞
等
の
掲
載
も
あ
り

宣
伝
に
な
っ
た
。
何
よ
り
大
切
な
の

は
、
来
て
見
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
一
番
の
宣
伝
と

思
う
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
他
の
観

光
施
設
へ
の
来
客
数
の
拡
大
に
も
繋

が
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

大
い
に
宣
伝
を
し
て
、
観
光
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

赤
阪
小
学
校
耐
震
化
工
事
及
び

普
通
教
室
と
バ
ス
駐
車
場
の
新
設
工

事
の
進
捗
、
中
学
校
耐
震
化
工
事
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

赤
阪
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
は
８
月
中
に
完
了
し
、
２
学
期
か

ら
供
用
開
始
し
て
い
る
。
校
舎
増
築

工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
躯
体
工
事

を
進
め
て
お
り
、
予
定
通
り
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
設
計
が

で
き
次
第
、
早
期
に
発
注
を
行
う
。

一
方
、
村
立
中
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
は
、
体
育
館
と
特
別
棟
の
建
物

の
は
つ
り
解
体
工
事
が
終
わ
り
、
耐

震
壁
を
設
置
す
る
と
と
も
に
鉄
骨
補

強
工
事
を
行
う
。
第
２
期
工
事
の
本

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
大
規
模
改

造
工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
が
で
き

次
第
発
注
す
る
。

工
事
期
間
は
、
赤
阪
小
学
校
が
３

月
10
日
、
中
学
校
が
２
月
26
日
に
工

事
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

5

村
の
バ
ス
と
幼
小
中
学
校
の
バ

ス
の
活
用
状
況
を
伺
う
。

村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
各
種
研
修
会
や
小
学
校

の
社
会
見
学
に
利
用
し
て
い
る
。
年

末
時
点
で
、
幼
稚
園
や
小
学
校
や
そ

の
他
の
利
用
は
23
回
で
あ
る
。

通
学
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
行

事
の
際
、
移
動
時
間
短
縮
の
た
め
、

年
末
ま
で
に
合
計
40
回
運
行
し
て
お

り
、
こ
れ
以
外
に
耐
震
工
事
の
関
係

で
、
村
民
運
動
場
等
へ
の
移
動
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
。

橋
爪
議
員

棚
田
夢
灯
り
の
評
価
と

今
後
の
対
策
は

棚
田
夢
灯
り
の
評
価
と

今
後
の
対
策
は

田
中
議
員

小
、
中
学
校
大
規
模
工
事
の
進
捗
と

今
後
の
計
画
は

小
、
中
学
校
大
規
模
工
事
の
進
捗
と

今
後
の
計
画
は

村
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
活
用
状
況
は

村
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
活
用
状
況
は

同
で
提
出
し
た
廃
止
法
案
を
、
参
議

院
で
可
決
し
た
。

村
と
し
て
も
国
に
対
し
て
こ
の
制

度
の
廃
止
を
強
く
要
望
す
べ
き
だ
。

存
続
の
場
合
、
村
と
し
て
も
保
険

料
軽
減
の
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
の
制
度
の
廃
止
は
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
混
乱
す
る
た
め
、
性
急
な

廃
止
は
行
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
新

設
に
あ
た
っ
て
は
町
村
の
意
見
を
聞

く
よ
う
要
望
し
て
き
た
。
村
独
自
の

軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。

千
早
小
学
校
跡
、
野
活
セ
ン
タ

ー
、分
校
跡
地
の
利
活
用
の
方
針
は
。

す
べ
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
存
続
、
転
用
、
廃
止
等
の
ほ
か

管
理
運
営
の
見
直
し
を
２
月
を
め
ど

に
検
討
し
て
い
る
。

村
公
共
施
設
の

活
用
を

村
公
共
施
設
の

活
用
を

野外活動センター

赤阪小学校



村
長
は
10
月
、
上
水
道
整
備
が

財
政
負
担
に
な
る
と
言
い
ま
し
た
。

内
容
や
計
画
実
施
期
間
な
ど
示
さ

な
い
の
は
不
安
を
呼
び
ま
す
。

来
年
度
基
本
計
画
を
作
り
ま
す

が
、
千
早
地
区
簡
易
水
道
整
備
、
府

営
水
拡
大
工
事
、
小
吹
台
の
老
朽
管

更
新
な
ど
中
・
長
期
的
な
も
の
で
す
。

上
水
道
に
占
め
る
府
営
水
量
の

割
合
は
20
％
（
16
万
k
）
で
す
。
10

円
／
k
の
値
下
げ
は
大
き
く
来
年
４

月
の
確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

関
係
市
町
村
が
求
め
る
値
下
げ

は
、
府
と
大
阪
市
の
事
業
統
合
協
議

も
あ
り
時
期
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

基
本
計
画
は
、
50
年
間
の
詳

細
な
内
容
と
長
期
的
財
政
計
画
も
出

し
意
見
を
求
め
て
進
め
、
４
月
の
府

営
水
値
下
げ
実
施
と
さ
ら
な
る
値
下

げ
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

6

参
加
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
声
も
あ

り
ま
す
。
運
営
費
も
ロ
ウ
ソ
ク
の
持

ち
込
み
、
有
料
化
や
手
作
り
灯
篭
展

示
な
ど
工
夫
が
必
要
で
す
。

府
補
助
金
や
寄
付
は
も
ち
ろ
ん
、

経
費
や
内
容
も
意
見
を
聞
き
企
画
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

「
棚
田
夢
灯
り
」
は
、
多
く
の
参
加

で
、最
近
に
な
い
取
り
組
み
で
し
た
。

今
後
何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

関
係
者
の
協
力
と
参
加
者
が
あ

り
、
村
や
棚
田
を
知
っ
て
も
ら
え
る

も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
も
っ
と
広
く
呼
び
か
け
て
、

野
上
議
員

安
心
で
き
る
上
水
道
へ

整
備
計
画
を
示
せ

安
心
で
き
る
上
水
道
へ

整
備
計
画
を
示
せ

棚
田
「
夢
灯
り
」

広
く
参
加
で
灯
篭
ま
つ
り
を

棚
田
「
夢
灯
り
」

広
く
参
加
で
灯
篭
ま
つ
り
を

関
口
議
員

財
政
見
通
し
に
つ
い
て

財
政
見
通
し
に
つ
い
て

多
く
の
村
民
は
「
村
が
残
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
い
う
一
方
「
村
は
や

っ
て
い
け
る
の
か
」
と
い
う
不
安
の

声
も
あ
る
。
２
年
前
の
財
政
見
通
し

に
比
べ
、
今
年
７
月
の
資
料
で
は
財

政
状
況
が
好
転
し
て
い
る
。
今
後
の

財
政
見
通
し
を
示
し
て
ほ
し
い
。

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
を
前
提

に
、平
成
26
年
度
末
で
早
期
健
全
化
、

27
年
度
末
に
財
政
再
生
団
体
の
ラ
イ

ン
を
超
え
る
見
通
し
だ
。
さ
ら
に
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

27
年
度
の
赤
字
見
通
し
が
４

ヶ
月
前
の
試
算
に
比
べ
て
１
億
４
７

０
０
万
円
も
増
加
し
て
お
り
疑
問
だ
。

職
員
数
は
現
状
68
人
が
70
人
で
試
算

し
て
い
る
。
水
道
整
備
の
根
拠
も
あ

い
ま
い
だ
。赤
字
を
多
く
見
積
も
り
、

住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
。

「
村
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
」

は
高
齢
化
率
な
ど
厳
し
い
現
状
を
示

し
て
い
る
が
、
こ
れ
の
打
開
策
が
な

い
。
持
続
可
能
な
地
域
は
、
若
者
、

高
齢
者
、
す
べ
て
の
世
代
が
生
活
し

て
こ
そ
成
り
立
つ
。
村
は
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
校
、
自
然
環
境
な
ど
、

子
育
て
に
い
い
環
境
だ
。
２
世
帯
住

宅
増
改
築
の
補
助
、
中
学
校
給
食
、

奨
学
金
な
ど
、
若
者
が
定
住
し
や
す

い
事
業
の
実
施
を
求
め
る
。

自
立
に
向
か
っ
て
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
若
者
は
将
来
の

村
づ
く
り
の
原
動
力
で
、村
に
定
住
、

流
入
さ
せ
る
施
策
は
重
要
だ
。
平
成

23
年
度
か
ら
の
第
４
次
総
合
計
画
で

雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

最
近
、「
千
早
赤
阪
村
の
将
来
を

考
え
る
会
地
区
長
有
志
」
の
名
で

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
お
願
い
」

と
い
う
文
書
が
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
を
し
よ
う
に
も
、
連
絡
先
が
な
い

た
め
、
誰
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
名
前
を
伏

せ
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
「
怪
文
書
」
の

た
ぐ
い
で
す
。「
村
の
将
来
を
考
え

る
会
」
が
ど
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

よ
う
と
そ
れ
は
自
由
で
す
し
、
と
や

か
く
言
う
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
利
益
に
な
る
こ
と
で
あ
れ
ば

堂
々
と
や
っ
た
ら
い
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
名
前
を
伏
せ
た
ま
ま
と
言

う
の
は
少
し
無
責
任
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ま
た
最
近
、
発
行
人
不
明
の
「
公

開
質
問
状
」
な
る
も
の
も
４
通
ほ
ど

全
議
員
に
届
い
て
い
ま
す
。
発
行
人

が
不
明
で
す
か
ら
、
返
事
の
し
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。「
怪
文
書
」
の
横

行
が
当
た
り
前
の
村
に
な
る
の
で
は

と
心
配
し
ま
す
。

合
併
が
な
く
な
り
、
自
立
の
村
を

め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
堂
々
と
名
乗
り
、
今
後
の
村

づ
く
り
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
を
し

て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

徳
丸

若
者
定
住
の
村
づ
く
り
を

若
者
定
住
の
村
づ
く
り
を若

者
定
住
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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金
剛
山
　
樹
氷
ま
つ
り
２
月
７
日

金
剛
山
に
美
し
い
樹
氷
の
花
が
咲

く
こ
の
季
節
、
毎
年
恒
例
の
樹
氷
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

雪
の
金
剛
山
で
、
冬
の
１
日
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
て

お
楽
し
み
抽
選
会

午
前
９
時
30
分
〜

（
当
日
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
車
券

を
お
持
ち
の
人
）

ふ
る
ま
い
豚
汁
　
先
着
１，

０
０
０
人

○
ち
は
や
園
地
ロ
グ
ハ
ウ
ス
休
憩
所
に
て

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜

費
用

１
０
０
円

樹
氷
と
雪
の
結
晶
観
察

（
雪
が
な
い
と
き
は
中
止
）

費
用

無
料

雪
の
結
晶
ク
ラ
フ
ト

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

¡
香
楠
荘
　
1
&4
０
３
２
１

た
わ
し
で
リ
ス
を
作
ろ
う

た
わ
し
を
は
さ
み
で
ち
ょ
き
ち
ょ

き
カ
ッ
ト
。
作
る
人
に
よ
っ
て
違
う

顔
の
リ
ス
に
な
り
ま
す
。

日
時

２
月
11
日（
木
・
祝
）

午
後
１
時
〜
３
時

定
員

15
人

費
用

５
０
０
円

服
装

作
業
し
や
す
く
、
汚
れ
て
も

良
い
服
装

竹
で
作
る
食
器

ノ
コ
ギ
リ
や
な
た
、
小
刀
を
使
っ

て
自
分
で
お
箸
や
食
器
を
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月
21
日（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

定
員

15
人

費
用

５
０
０
円

服
装

作
業
し
や
す
く
、
汚
れ
て
も

良
い
服
装

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

南
河
内
地
区
小
・
中
学
校
の
支
援

学
級
と
、
大
阪
府
立
富
田
林
・
藤
井

寺
両
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
１

０
０
０
点
を
超
え
る
作
品
を
一
堂
に

集
め
た
「
な
か
よ
し
作
品
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

２
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
〔
19

日（
金
）は
午
後
３
時
〕

場
所

す
ば
る
ホ
ー
ル
　
３
階
展
示

室
（
富
田
林
市
）

主
催

南
河
内
地
区
小
・
中
学
校
支

援
教
育
研
究
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

1
&2
１
３
０
０

「
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

な
か
よ
し
作
品
展

村
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
な
ど
）
で
、

統
計
調
査
員
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
登
録
調
査
員
と
し

て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
統
計
調

査
実
施
の
際
に
調
査
へ
の
従
事
に

つ
い
て
依
頼
し
、
調
査
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
統
計
調
査
を
実

施
す
る
と
き
に
あ
ら
か
じ
め
登
録

い
た
だ
い
て
い
る
人
の
中
か
ら
必

要
に
応
じ
た
人
数
を
選
び
、
調
査

員
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

統
計
調
査
を
行
う
１
〜
２
カ
月

前
に
村
の
統
計
担
当
者
か
ら
依
頼

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、

調
査
の
内
容
や
自
身
の
ご
都
合
に

よ
り
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
か
、

断
る
か
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
の
選
考
は
、
調

査
の
規
模
や
調
査
地
域
の
状
況
な

ど
を
考
慮
い
た
し
ま
す
の
で
、
登

録
し
て
も
調
査
員
と
し
て
必
ず
仕

事
に
従
事
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
は
、
村
内
の
一
定

の
区
域
（
調
査
区
）
の
調
査
を
受

け
持
ち
、
対
象
と
な
る
住
居
、
事

業
所
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
、
記
入
さ
れ
た

調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。
主
な
仕

事
の
流
れ
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

q
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出

席
w
調
査
担
当
地
区
の
事
前
確
認

e
調
査
対
象
者
な
ど
へ
の
調
査
票

の
配
布
と
回
収

r
調
査
関
係
書
類
の
検
査
と
村
へ

の
提
出

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
の

度
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
つ
ま
り
統
計
職
員
と
し
て

任
命
さ
れ
て
い
る
期
間
は
行
政
機

関
に
勤
務
す
る
職
員
と
同
様
に
、

公
務
員
の
身
分
（
国
勢
調
査
に
つ

い
て
は
、
国
家
公
務
員
。
そ
れ
以

外
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

務
員
）
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

任
命
期
間
は
、
調
査
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
２
カ
月

程
度
で
す
。

統
計
調
査
員
に
は
、
秘
密
の
保

護
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
守

秘
義
務
）。
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
守
秘
義
務

は
調
査
員
を
辞
め
た
後
で
も
課
せ

ら
れ
ま
す
。

調
査
活
動
中
に
災
害
や
事
故
に

あ
っ
た
場
合
は
公
務
災
害
補
償
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
終
了
後
、
調
査
に
従
事
し

た
対
価
と
し
て
、
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
報
酬
の
額
は
、
調
査
の

種
類
、
受
け
持
ち
件
数
な
ど
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

¡
千
早
赤
阪
村
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
人

¡
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
に
従

事
で
き
る
人

¡
警
察
、
税
務
業
務
に
従
事
し
て

い
な
い
人

¡
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

（
立
候
補
予
定
者
や
選
挙
運
動
員

な
ど
）

¡
普
通
免
許
を
お
持
ち
の
人

応
募
は
、
電
話
に
よ
り
随
時
受

付
し
ま
す
の
で
総
務
課
秘
書
政
策

グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
）。

日
程
調
整
の
う
え
、
役
場
（
秘

書
政
策
グ
ル
ー
プ
）
ま
で
来
て
い

た
だ
き
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

必
ず
本
人
が
直
接
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

応
募
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

総
務
課
秘
書
政
策
グ
ル
ー
プ

登
録
統
計
調
査
員
制
度
と
は

身
分
と
待
遇

応
募
方
法

応
募
資
格

統
計
調
査
員
の
仕
事

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
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１
月
６
日
、
午
前
９
時
頃
、
委
託

事
業
者
に
よ
る
粗
大
ご
み
収
集
作
業

中
に
、
収
集
車
内
の
粗
大
ご
み
が
発

火
し
燃
え
広
が
っ
た
た
め
消
防
分
署

よ
り
消
防
車
が
出
動
、
消
火
を
行
い

ま
し
た
。

鎮
火
後
、原
因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
が
多
数
混
ざ
っ
て
お
り
、
缶

に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
に
引
火
し
、
炎

上
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
幸

い
作
業
員
に
ケ
ガ
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
危
う
く
大
惨
事
と
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

過
去
に
も
同
様
の
火
災
が
た
び
た

び
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
火

災
事
故
が
発
生
す
る
と
、
機
器
な
ど

の
損
傷
に
留
ま
ら
ず
、
人
身
を
傷
つ

け
る
恐
れ
も
あ
る
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
携
帯
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
な
ど
を
処
分
す
る
と
き
は
、
中

味
を
使
い
き
っ
た
後
で
も
、
中
の
ガ

ス
が
完
全
に
抜
け
切
れ
ず
に
ガ
ス
が

残
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
出
さ
ず

に
、
必
ず
風
通
し
の
良
い
場
所
で
穴

を
開
け
て
ガ
ス
抜
き
の
処
理
を
確
実

に
行
な
い
、
粗
大
ご
み
で
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
灯
油
の
残
っ
て

い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
、
乾
電
池
を

使
用
す
る
自
動
点
火
式
の
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
も
火
災
の
原
因
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
灯
油
は
抜

き
、
電
池
は
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
カ
ン
の
内
容
物
が
残
っ
て
い
る
と

危
険
な
も
の
は
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
の
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
式
ム
ー

ス
、
シ
エ
ー
ビ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
、

殺
虫
剤
、
消
炎
鎮
痛
剤
、
芳
香
剤
、

脱
臭
剤
、
防
水
ス
プ
レ
ー
、
潤
滑

油
の
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は

ガ
ス
抜
き
の
穴
を
開
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課
住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

粗
大
ご
み
収
集
時
に
火
災
発
生
!!

ご
み
の
排
出
に
は
分
別
と
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

野外での焼却、いわゆる野焼き行為は、
たき火程度のごく軽微なものや、農林業で
管理上やむを得ず行なう焼却など、一部の
例外を除いては「廃棄物の処理及び清掃に
関する法律」で禁止されています。
家庭でのごみの焼却行為は、少量であっ

ても悪臭や黒煙などによる迷惑で近隣のト
ラブルの原因となりますので絶対にやめま
しょう。
なお、家庭で出るごみは、分別し、村の

定期収集で出してください。
〈問い合わせ〉
住民課住民生活グループ

河川の汚れの原因の８割以上が生活排水で、この生活排水の影響は、
特に水量の減少する２月を中心とした冬季間に大きくなります。
大和川水環境協議会では、２月を「生活排水対策推進月間」と定め、

家庭でできる生活排水をできるだけきれいに流す取り組みを呼びかけて
います。ご協力をお願いします。
例えば、
¡食事は食べる分量だけを作り、残らないようにしましょう！
（残したものや残りくずは排水口に流さず、ごみとして出しましょう。）

¡食器やフライパン、鍋などの汚れは拭き取ってから洗いましょう！
¡洗剤や、石鹸は適量を使いましょう！（たくさん使っても洗浄力は高
まりません。）
少しの手間と工夫で水質の浄化に効果があります。身近な河川や大阪

湾の水がきれいになるようみなさんも、ご家庭でできることから続けて
いきましょう。
〈問い合わせ〉
住民課住民生活グループ
国土交通省近畿地方整備局　大和川河川事務所　1072－971－1381

ごみの不適正処理・
野外焼却は
やめましょう

「洗剤 お風呂 洗い物 ちょっとの工夫できれいな川に」
～2月は生活排水対策推進月間です～

２
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
（
協
賛
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
）

大
阪
府
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
た
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

つ
い
た
携
帯
電
話
画
面
な
ど
を
協
賛

店
舗
で
提
示
す
る
と
、
割
引
・
特
典

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

「
ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
世

帯
の
人
（
妊
娠
中
の
人
や
祖
父
母
も

含
む
）
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
２
月
28
日
ま
で
に
登
録

さ
れ
た
人
に
、
抽
選
で
協
賛
企
業
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

（
登
録
無
料
）

【
登
録
方
法（
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
）】

１．
「
ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
へ
ア
ク
セ
ス

◆
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
aidokodem

o.jp/

◆
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
　

２．

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
入
力
・
送
信

３．

事
務
局
か
ら
登
録
サ
イ
ト
ア
ド

レ
ス
が
返
信
、
当
サ
イ
ト
へ
ア

ク
セ
ス
し
、
氏
名
・
住
所
な
ど

を
入
力

４．

登
録
完
了
後
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
子
育
て
世
帯
応
援
事
務
局

1
06（
６
４
５
２
）６
１
８
８

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
月
〜
金
）

ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド

〜
子
育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す
！
〜

関西子育て世帯応援事業 
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将
来
の
自
衛
隊
を
担
う
幹
部
自
衛

官
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
20
歳
以
上
26

歳
未
満
の
者
（
22
歳
未
満
の
者
は
大

卒
〔
見
込
み
含
み
〕）

受
付
期
間

４
月
１
日（
木
）〜
５
月
10
日（
月
）

１
次
試
験

５
月
15
日（
土
）、
５
月
16
日（
日
）

（
16
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

最
終
合
格
発
表

陸：

７
月
30
日（
金
）

海：

８
月
20
日（
金
）

空：

９
月
７
日（
火
）

身
分
・
待
遇
・
そ
の
他

●
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

●
昇
給
年
１
回
、ボ
ー
ナ
ス
年
２
回
、

諸
手
当
有
り
、
週
休
２
日
制
、
年

次
休
暇
（
年
24
日
）
な
ど

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

富
田
林
地
域
事
務
所

1
@4
３
７
９
９

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、
平

成
22
・
23
年
度
の
、
建
設
工
事
や
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

業
務
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
前
年
度
に
受

付
し
た
者
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

受
付
期
間

２
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

消
印
有
効

申
請
書
提
出
方
法

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成

し
、郵
送
の
み
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

提
出
要
領
配
付

２
月
19
日（
金
）ま
で
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

配
付
場
所

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
第
１
清
掃

工
場
（
富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３

４
５
番
地
）
な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（m

inam
ikaw
atiseisousisetu.

or.jp

）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。

登
録
有
効
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

〒
５
８
４
―
０
０
５
４

富
田
林
市
大
字
甘
南
備

２
３
４
５
番
地

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
総
務
室

1
#3
６
５
８
４

障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
障

が
い
者
雇
用
に
関
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
る
啓
発
事
業
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

日
時

２
月
18
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

す
ば
る
ホ
ー
ル

（
富
田
林
市
桜
ヶ
丘
町
２
―
８
）

内
容

講
演
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

授
産
所
活
動
展
示
、
就
業
・

生
活
相
談
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉

障
が
い
者
雇
用
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
南
河
内
実
行
委
員
会
事
務
局

（
富
田
林
市
障
が
い
福
祉
課
内
）

1
@5
１
０
０
０

保
存
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
史

跡
整
備
、
清
掃
奉
仕
活
動
の
ほ
か
、

講
演
会
や
史
跡
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

会
費

３，

０
０
０
円

受
付

随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

6
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

1
&2
１
５
８
８

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
は
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
総
額１，

６
２
４，

５
８
９
円

（
内
訳
）

●
戸
別
募
金１，

５
９
４，

０
０
４
円

●
団
体
募
金

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

１
０，

０
０
０
円

富
田
林
医
師
会

２
０，

０
０
０
円

●
募
金
箱
　
　
　
　
　
　
５
８
５
円

こ
の
歳
末
募
金
を
次
の
と
お
り
配

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額１，

６
２
４，

５
８
９
円

（
内
訳
）

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

１
３
０，

０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０，

０
０
０
円

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

７
０，

０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

８
０，

０
０
０
円

母
子
福
祉
協
議
会３

０，

０
０
０
円

遺
族
会

３
０，

０
０
０
円

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ご
せ
会

山
ゆ
り
作
業
所

３
０，

０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会

４
５
０，

０
０
０
円

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業

（
世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
）

７
０
４，

０
０
０
円

事
　
務
　
費

５
８
９
円

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
大
西
美
津
子
（
吉
年
１
０
９
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
シ
ズ
コ
の
供
養
と
し
て

◎
奥
谷
勝
彦
（
水
分
３
０
５
―
１
）

５
０，

０
０
０
円

亡
妻
と
よ
子
の
供
養
と
し
て

◎
井
上
博
文
（
水
分
５
０
４
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
亀
代
一
の
供
養
と
し
て

◎
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支

部
３
０，

０
０
０
円

農
業
フ
ェ
ア
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

防
衛
省
自
衛
官
募
集

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

第
８
回
障
が
い
者
雇
用
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
南
河
内

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
の
募
集

させへんで
テロもゲリラも
大阪で！

～APEC警備に
ご協力を！～

〈問い合わせ〉
富田林警察署
1@51234
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１．

村
・
府
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
居
住
し
、
２
に
記
載
の
申

告
を
し
な
く
て
よ
い
人
以
外
で
、
昨

年
１
年
間
（
平
成
21
年
１
月
か
ら
12

月
）
に
収
入
の
あ
っ
た
人
。

申
告
書
は
、
公
営
住
宅
の
申
し
込

み
、
就
園
奨
励
費
の
補
助
、
各
種
融

資
の
所
得
証
明
、
私
立
高
校
の
授
業

料
の
軽
減
申
請
、
国
民
健
康
保
険
料

の
算
定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
所
得
の
な
い
人（
学
生
、

病
気
、
家
事
手
伝
い
な
ど
）
や
非
課

税
所
得
（
雇
用
保
険
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
）
の
み
の
人
も
、
申

告
が
な
い
と
非
課
税
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明
書
を

必
要
と
す
る
融
資
や
補
助
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申

告
書
裏
面
の
無
収
入
欄
へ
記
入
の
う

え
、押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２．

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入

が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

¡
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
（
納
税
相
談
の
結
果
、
確
定

申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
は
、

村
・
府
民
税
の
申
告
の
み
必
要
）

３．

申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
、
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票
（
平
成
21
年
分
）

¡
営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は

収
入
の
明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る

も
の

¡
生
命
保
険
料
、
地
震
（
長
期
損
害
）

保
険
料
の
支
払
い
の
あ
る
人
は
そ

の
証
明
書

◎
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上

旬
に
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
よ
り

郵
送
し
ま
す
が
、
昨
年
度
の
実
績

で
抽
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告

す
る
必
要
が
あ
る
の
に
申
告
書
が

送
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
人
は
、

役
場
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

①
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

※
申
告
期
間
中
は
確
定
申
告
も
受
付

し
ま
す
が
、
医
療
費
控
除
・
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
・
譲
渡
所

得
・
山
林
所
得
・
災
害
な
ど
に
よ

る
雑
損
控
除
等
の
申
告
は
住
民
課

税
務
グ
ル
ー
プ
で
は
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
。「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」
会

場
他
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月
15
日
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
送
付
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人

は
、
申
告
書
控
え
の
ほ
か
返
信
用
封

筒
（
宛
名
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
返
送
し

ま
す
。

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申

告
を
さ
れ
る
人
の
申
告
書
の
受
け
付

け
お
よ
び
記
載
指
導
は
２
月
15
日
以

前
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15

日（
月
）ま
で
は
、
確
定
申
告
の
受

付
・
預
か
り
を
役
場
住
民
課
税
務
グ

ル
ー
プ
で
も
行
い
ま
す
。（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
・
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控

除
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
務
署
（
す

ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
富
田
林
税
務
署
（
す
ば
る

ホ
ー
ル
会
場
）
で
は
、
申
告
期
間
中

の
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
以
外
で
も

２
月
21
日
・
28
日
に
限
り
、
日
曜
日

も
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
を
行
い

ま
す
。

こ
の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
自
書
申
告
に
つ
い
て

税
務
署
で
は
、「
確
定
申
告
の
手
引

き
」や
前
年
の
控
え
な
ど
を
参
考
に
、

自
分
で
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
税
務
署
の
確
定
申
告

会
場
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
で

は
、
申
告
書
の
作
成
に
当
た
り
、
分

か
ら
な
い
点
な
ど
に
つ
い
て
の
み
職

員
が
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
基

づ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、

来
場
の
際
に
は
、
ま
ず
「
確
定
申
告

の
手
引
き
」
を
一
読
す
る
な
ど
し
、

可
能
な
範
囲
の
申
告
書
な
ど
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

①
ア
ド
レ
ス【http://w

w
w
.nta.go.jp

】

を
直
接
入
力
す
る
か
、
検
索
サ
イ

ト
で
「
国
税
」
と
検
索
し
、
検
索

結
果
か
ら
「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

w
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

ク
リ
ッ
ク
。
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）

月　　日 時　　間 場　　　所

申告受付期間
２月16日（火）～

午前９時～午後５時30分 役場住民課税務グループ
３月15日（月）

２月16日（火） 午後１時30分～３時 千早老人憩いの家

２月17日（水）・18日（木） 午前10時～午後３時
千早赤阪村コミュニティホール

出張申告受付日
（千早小吹台小学校内）

２月19日（金） 午前10時～午後３時 大阪南農協旧千早支店

申告受付日程
〈
問
い
合
わ
せ
〉

住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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り
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

▼
上
場
株
式
な
ど
を
売
却
さ
れ
た
人
へ

上
場
株
式
を
売
却
さ
れ
た
人
の
確

定
申
告
は
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
や
「
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
利
用
す
る

と
大
変
便
利
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
収

入
金
額
な
ど
の
必
要
な
項
目
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
単
に
申
告
書

や
計
算
明
細
書
な
ど
が
作
成
で
き
、

そ
れ
ら
を
郵
便
ま
た
は
「
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ
」
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税

務
署
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
納
税
は
、
安
全
･
便
利
な
口
座
振
替
で
！

還
付
金
の
受
取
り
は
、
便
利
な
口
座
振
込
で
！

○
口
座
振
替
は
、
つ
い
う
っ
か
り
納

期
限
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
、
安

全
・
便
利
な
納
税
方
法
で
す
。
納

期
限
に
遅
れ
て
納
税
し
た
と
き
は
、

延
滞
税
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
申
告
所
得
税
」

や「
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
」

の
納
税
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、「
納
付
書
送
付
依
頼

書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど

の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
届
出
印

を
押
印
の
う
え
、
税
務
署
ま
た
は

預
貯
金
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
込
は
、
指
定
の
あ
っ
た
預

貯
金
口
座
に
直
接
還
付
金
を
振
り

込
み
す
る
方
法
で
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
還
付
申
告
書
の
「
還

付
さ
れ
る
税
金
の
受
取
場
所
」
欄

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

申
告
者
の
名
義
で
な
い
と
振
り
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

申
告
・
申
請
　
個
人
課
税
部
門

口
座
振
替
・
口
座
振
込
管
理
部
門

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の
た
め
の

還
付
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
、
確
定
申
告
期
間
前

に
年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
の
医

療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
お
よ
び
中
途
退
職
者
に
係
る
還
付

申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
の

お
知
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

開設日 会場（所在地）
１月27日（水）～12日（金） 藤井寺市市立民総合会館　別館中ホール
30日（水）～２月２日（火）（藤井寺市北岡１－２－８）

２月４日（木）～15日（月）
河内長野市役所　８階802会議室
（河内長野市原町１－１－１）

※上記会場は、近畿税理士会富田林支部のご協力をいただいて開催します。

サラリーマンや年金受給者のための還付申告会場

税理士による地区相談会場
開設日 会場（所在地）

２月16日（火）～18日（木） 河内長野商工会館
２月22日（月）～24日（水）（河内長野市昭栄町７－３）
２月17日（水）～19日（金） 藤井寺市市立民総合会館　別館中ホール
２月22日（月）～24日（水）（藤井寺市北岡１－２－８）
２月16日（火）・18日（木）

大阪狭山商工会館
23日（火）・25日（木）ああ

（大阪狭山市今熊１－540－３）
３月２日（火）～26日（木）
２月16日（火）・17日（水）

堺市美原区役所　別館３階会議室
25日（木）・26日（金）ああ

（堺市美原区北余部661－４）
３月１日（月）～３日（水）

還
付
申
告
の
人
は
・
・
・
・

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
。（
土
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

¡各会場の受付は、混雑状況などにより早めに締め切る場合があります。
¡相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得などの相談は行って
いません。確定申告期間中に「すばるホール」へお越しください。

¡駐車場に限りがあります。電車・バスなどの公共機関をご利用ください。
¡問い合わせ、富田林税務署（1@43281）。アナウンスに従い電話機を操
作してください。

納税者の依頼によ
る税務代理、税務相
談、税務書類の作成
は、税理士の資格の
ない者が行ってはな
らないことになって
います。
確定申告の時期に

は、税金の申告手続
きなどを税理士に依
頼される機会が多い
ことに便乗して、税
理士資格のない者が
申告書の作成などを
行うことがあります。
このような「にせ

税理士」は、税理士
法に違反するだけで
なく、依頼した納税
者にも迷惑をかける
結果になることがあ
りますので、十分ご
注意ください。

にせ税理士にせ税理士に 
ご注意ご注意を 
にせ税理士にせ税理士に 
ご注意ご注意を 
にせ税理士に 
ご注意を 

富田林税務署の確定申告会場は「すばるホール」です。
開設期間 １月25日（月）～３月15日（月）

（土・日・祝を除く。但し２月21日（日）および28日（日）は開設します。）
開設時間 午前９時～午後５時
開設場所 すばるホール　富田林市桜ヶ丘２番８号
※すばるホールでは、納税および納税証明書の発行は行っておりません。
※会場の受付は、混雑状況により早めに締め切らせていただく場合があります。

申告会場は「すばるホール」です

１月26日（火）～３月15日（月）の期間は、税務署内では申告相談は行っており
ません。
電話での問い合わせは、富田林税務署（1@43281）に電話していただいた後、

アナウンスに従い電話機を操作して下さい。

平成21年確定申告から、その年分の上場株式などの譲渡所得などの金額の計算上
生じた損失の金額があるときまたはその年の前年以前３年内の各年に生じた上場株
式などの譲渡損失の金額（前年以前に既に控除したものを除きます。）があるとき
は、これらの損失の金額を上場株式などの配当所得の金額（申告分離課税を選択し
たものに限ります。）から控除できるようになりました。
必要な書類 ¡特定口座年間取引報告書（証券会社の発行のもの）

¡上場株式などの配当などの支払通知書
※確定申告の相談および申告内容の確認は、申告受付会場のすばるホールなどへ申
告願います。

〈問い合わせ〉富田林税務署

上場株式などに係る譲渡損失の損益通算の特例のお知らせ

平成11年から平成18年までに入居された方に対しては、税源移譲に伴う個人住民
税の住宅ローン控除が適用されていましたが、地方税法の改正により、平成21年か
ら平成25年までに入居し、所得税の住宅借入金等特別税額控除の適用を受けた人に
ついても、所得税から控除しきれなかった額を、翌年度の個人住民税から控除しま
す。
控除を受けるには、これまでは申告書の提出が必要でしたが、平成22年度個人住

民税課税分以降の税額控除については申告不要となります。
ただし、確定申告書や源泉徴収票に記載もれなどがあった場合は、申告しなけれ

ば税額控除の対象とならない場合がありますので、記載もれにご注意ください。

個人住民税の住宅ローン控除が申告不要になります
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感染が拡がっている新型インフルエンザは、治療薬が有
効で、多くの場合は軽症のまま回復しています。しかし、
基礎疾患のある人や妊婦、小児では、重症化する可能性が
あるため、ワクチンの接種を行っています。
なお、この予防接種は、接種義務はなく、接種者本人の
意思で接種する任意の予防接種となります。また、ワクチ
ンの効果やまれに生じる重い副反応などをご理解いただい
た上で、個人の判断により受けていただくようお願いします。
接種対象者・接種スケジュール

※上記のスケジュールは、１月12日現在の大阪府のもので
あり、今後、変更される可能性があります。
※上記以外の人（健康成人など）への接種については、輸
入ワクチンの状況を踏まえ、対応をしていきます。
基礎疾患のある人
基礎疾患のある人の範囲については、国から基準が示さ
れています。接種対象者に該当するか否かは、この基準を
参考に医師が適切に判断することになりますので、まず、
かかりつけの医師にご相談ください。
接種費用
接種費用は、全国一律で、１回目3,600円、２回目2,550円

（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円）です。
なお、本村に住民登録のある接種対象者のうち、生活保護
世帯の人または村民税非課税世帯の人には接種費用を助成
します。詳しくは、健康福祉課健康グループ（保健センタ
ー）までお問い合わせください。

麻しん風しん（ＭＲ）２・３・４期予防接種の今年度の
対象者が無料で接種できる期間は３月31日までです。
現在中学１年生・高校３年生（相当）の人が４月１日以降
に接種しても無料にはなりません。過去に麻しん風しんに
かかったことが明らかでない人は、予防接種を受けましょう。
なお、ＭＲ３期および4期（平成20～24年度の５年間に

限り実施）は、旧制度で麻しん・風しんワクチンを１回ず
つ接種した人に２回目の接種機会を確保するものであり、
１人あたりの接種回数が計４回になるという制度ではあり
ません。

場所 保健センター
対象 村内在住のおおむね40歳～65歳の人
定員 ５人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
※当日は村内団体からの申込者（10人程度）と一緒に行う
予定です。
費用 初回参加者は300円（参加２回目以降の人は150円）

※調理実習日は別途400円必要
申し込み期間 各教室とも定員になり次第締め切ります。
※テーマや内容が変更になる場合がありますのでご了承く
ださい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集

新型インフルエンザワクチン接種

健康づくりや生活習慣病予防をそろそろスタートしよう
かと考えているあなたに、テーマ別に栄養や運動について
わかりやすくお話しし、実践できるようサポートする教室
を毎月１回開催します。
男女を問わず、お気軽に参加ください。

テ　ー　マ 月日

３月30日
（火）

２月23日
（火）

午前
９時30分
～正午

午前９時30分
～午後１時頃

時　間
管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

妊婦
実施中

基礎疾患のある人
（11月14日～）

１歳～小学校３年生
１歳未満児等の保護者 実施中
小学校４～６年生 （12月21日～）
中学生 実施中
高校生 （１月～）

65歳以上の人
実施中

（１月20日～）

予防接種のお忘れはありませんか

ジフテリア・破傷風予防接種

予防接種 対象者および期間
ＤＴ（２期） 11歳以上13歳未満

ジフテリア・破傷風（ＤＴ）二種混合（２期）の予防接
種は、医療機関での個別接種（無料）です。

予防接種 平成21年度の対象者 期　　間

ＭＲ１期 １歳以上２歳未満

ＭＲ２期
平成15年４月２日～
平成16年４月１日生

ＭＲ３期 平成８年４月２日～
（中学１年生相当） 平成９年４月１日生

ＭＲ４期 平成３年４月２日～
（高校３年生相当） 平成４年４月１日生

３月31日まで
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課健康グループ
保健センター　1&20069

女性特有がん検診のお知らせ
前年度（平成20年４月２日～平成21年４月１日）に20，

25，30，35，40歳になった女性には「子宮頸がん検診」、
40，45，50，55，60歳になった女性には「乳がん検診」を
受けていただくことができる無料クーポン券を昨年８月末
に配布しました。今年度は下記の日程で終了となりますの
で無料クーポン券をお持ちの人はお早めに保健センターに
申し込みください。
無料クーポン券のある人

上記の定員に満たない場合は、無料クーポン券配布者以
外の今年度子宮頸がん検診、乳がん検診対象者の申し込み
を受け付けます。現時点ではキャンセル待ちで受け付けま
すので申し込みください。
無料クーポン券のない人

※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医
療機関で受診してください。
¡39歳以下の人
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

場所 保健センター
※検診は、すべて予約制となります。
※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診
できません。
※生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課
福祉グループへ事前に申し出てください。
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前ごろに受診票と詳しい案内を送ります。
※検診時に保育の必要な人は申し込み時に相談ください。

検　診　日 ２月19日（金）
当日受付時間 午後１時15分～３時
定　　　　員 55人

内　　　　容

申し込み期限

検　診　日 ２月19日（金）
当日受付時間 午後１時15分～３時
定　　　　員

内　　　　容

申し込み期間

子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体
部細胞診は実施しません）
２月９日（火）
定員に満たない場合は検診当日まで

40人（うち40歳代は１日あたり10人まで）
問診・視触診・乳房Ｘ線検査（40歳代
は２方向、50歳以上は１方向撮影）
２月９日（火）
定員に満たない場合は検診当日まで

対　　　　象

受診できる回数 ２年に１回
受　診　料 子宮頸がん600円、乳がん900円

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

〈子宮頸がん〉
〈受診日現在、20歳以上の和暦で昭和
64年以前の偶数年生まれの人と平成
元年生まれの人
〈乳がん〉
〈受診日現在、40歳以上の和暦で昭和
44年以前の偶数年生まれの人
（ただし、対象者以外でも40歳（子宮
がんは20歳）以上の人で昨年度受診し
ていない人は受診できます）

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

な か よ し 広 場 ２月２日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会） ２月17日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
３月２日（火） 保護者

あかちゃん広場 午前10時 ０～１歳頃まで
（交流会･遊び･相談）

２月17日（水）
～11時30分 の乳幼児

離 乳 食 講 習 会 午前10時 １歳頃までの乳
（あかちゃん広場に併設）

２月17日（水）
～11時45分 幼児の家族

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ２月26日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ２月23日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

保
健
セ
ン
タ
ー

1
&2
０
０
６
９

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
第１・３ 午後１時

エイズ・梅毒
水曜日 ～２時

クラミジア

血　液　検　査 午前

［肝炎ウイルス］
第３水曜日 ９時30分～

無料・予約制

10時30分
先着順

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

］［

（月曜日が祝日
のときは翌日）

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

健康診査＆相談など

日時 ２月４日（木）午後１時30分～３時30分
場所 富田林保健所　１階　多目的室
内容 大正琴演奏による音楽療法

「大正琴で癒しの時間を」
対象 特定疾患受給者証または登録者証をお持ちの人
〈問い合わせ・申し込み〉
大阪府富田林保健所
1@32681 5@47940

難病患者・家族交流会
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大阪府立近つ飛鳥博物館では、平成21年
度冬季特別展「ふたつの飛鳥の終末期古墳
―河内飛鳥と大和飛鳥―」を開催しています。
６世紀の終わりから８世紀初めに造られ

た古墳を終末期古墳と言います。この時期は、
推古朝から平城遷都へと至る、律令国家が
成立する頃です。国家形成に大きな役割を
果たした河内飛鳥と大和飛鳥にスポットを
当て終末期古墳を探ります。
日時 １月23日（土）～３月14日（日）

午前10時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

場所 河南町東山299

入館料 一般600円、65歳以上・高大生400円、
中学生以下・障がい者手帳をお持
ちの人（介助者含む）は無料

〈問い合わせ〉
大阪府立近つ飛鳥博物館　1(38321

ホームページ
http://www.mediajoy.com/chikatsu/

大阪府では、消費拡大
により大阪経済の活性化
を図るため「大阪まるご
と大売出しキャンペーン
事業」を実施します。
プレミアム付き商品券

は、参加登録した府内の
小売店舗（商店街、大型
店、チェーン店など含む）
で使用できます。
１冊あたり額面11,500

円相当の商品券を10,000
円で２月中旬から販売し
ます。
ご利用ください。

〈問い合わせ〉
府民問い合わせセンター
¡＃8001

¡106（6910）8001

特
定
商
取
引
法
・
割
賦
販
売
法
の
改
正

過
量
販
売
な
ど
の
悪
質
商
法
と
こ
れ
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
規

制
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年
に
特
定
商
取
引
法
と
割
賦
販
売
法
が
大
幅

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
法
は
一
部
を
除
き
平
成
21
年
12
月
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

（
１
）
特
定
商
取
引
法
の
改
正
〜
過
量
販
売
解
除
権
な
ど

特
定
商
取
引
法
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
訪
問
販
売
や
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
、
通
信
販
売
、
マ
ル
チ
商
法
、
内
職
商
法
、
送
り
つ
け
商

法
な
ど
を
規
制
す
る
法
律
で
す
。
訪
問
販
売
を
受
け
た
消
費
者
が
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
除
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
新
た
に
「
通
常
必
要
と
さ
れ
る
量
を
著
し
く

超
え
る
商
品
」
を
訪
問
販
売
に
よ
り
購
入
し
た
場
合
、
契
約
後
１
年
間

は
原
則
と
し
て
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
過
量
販
売

解
除
権
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
不
必
要
な
商
品
を
次
々
と
購
入
さ
せ
る
次
々
販
売
か
ら
消
費

者
を
守
る
た
め
の
対
策
で
す
。
一
人
暮
ら
し
の
人
に
寝
具
を
何
組
も
購

入
さ
せ
た
り
、
何
台
も
の
浄
水
器
を
購
入
さ
せ
る
な
ど
、
社
会
常
識
か

ら
見
て
過
量
と
な
る
場
合
に
は
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
契
約

を
解
除
し
、
支
払
っ
た
代
金
の
返
金
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
勧
誘
を
断
っ
た
後
の
再
勧
誘
の
禁
止
や

電
子
メ
ー
ル
広
告
の
規
制
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
法
改
正
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
悪
質
事
業
者
ま
で
加

盟
店
と
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
安
心
・
安
全
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組

み
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

「
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
か
ら

「
安
心
・
安
全
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
へ

〜
改
正
特
定
商
取
引
法
・
改
正
割
賦
販
売
法
に
つ
い
て
〜

◆
一
般
書

フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー（小

川
糸
）

小
太
郎
の
左
腕
　
　
　
　（
和
田
竜
）

ひ
ま
わ
り
事
件
　
　
　
　（
荻
原
浩
）

円
朝
の
女
　
　
　
　（
松
井
今
朝
子
）

い
つ
か
響
く
足
音
　（
柴
田
よ
し
き
）

球
体
の
蛇
　
　
　
　
　（
道
尾
秀
介
）

ハ
ッ
ピ
ー
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト

（
浅
田
次
郎
）

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
猿
　
　
　（
伊
坂
幸
太
郎
）

ひ
な
た
弁
当
　
　
　
　（
山
本
甲
士
）

め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女（村

上
春
樹
）

遥
か
な
る
水
の
音
　
　（
村
上
由
佳
）

突
然
、
妻
が
倒
れ
た
ら
（
松
本
方
哉
）

◆
児
童
書

か
わ
う
そ
３
き
ょ
う
だ
い（あ

べ
弘
士
）

グ
レ
ッ
グ
の
ダ
メ
日
記

（
ジ
ェ
フ
・
キ
ニ
ー
）

◆
お
知
ら
せ

【
蔵
書
点
検
】

２
月
15
日
〜
28
日
ま
で
蔵
書
点
検

の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

都
合
の
つ
く
日
に
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

（
連
絡
先
）
1
&2
１
３
０
０

【
お
は
な
し
会
】

日
時

２
月
３
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

【
人
形
劇
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
め
ふ
う
せ
ん
」

日
時

２
月
25
日（
木
）

午
前
10
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

俳

句

コ

ー

ナ

ー

風
呂
吹
に
大
和
の
星
の
近
か
り
き

茶
の
花
の
咲
い
て
茶
の
木
の
あ
り
し
か
な

虹
の
色
抱
き
て
滝
の
凍
つ
る
か
な

こ
れ
よ
り
は
落
葉
浄
土
の
け
も
の
径

天

界

の

夫

の

た

よ

り

か

雪

の

華

綿
虫
を
囲
ひ
そ
こ
ね
し
ひ
と
り
言

神

渡

し

開

運

箸

を

頂

き

ぬ

阿
　
戸
　
敏
　
明

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
正
　
子

北
　
浦
　
賀
代
子

下
　
門
　
信
　
子

道
　
堀
　
み
さ
江

向
　
　
　
栄
美
子

大阪まるごと
大売出し
キャンペーン

近つ飛鳥博物館

冬季特別展のご案内
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237

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

水分 北 野　 成 くん
＜20歳　しし座＞

近況は・・・
関西学院大学で哲学の勉強をしています。
若いうちから哲学を勉強することはあまりお

勧め出来ませんが頑張って悟りを開きます。
趣味は・・・
ＤＶＤ観賞です。勝手に評論家面して楽しん

でます。
夢は・・・
月並みの老後を送ることです。これ以上は求

めません。
最近、楽しいと思ったことは・・・
友人と飲みに行ったことです。久しぶりに完

全に酔い潰れた人間を見て楽しんでいました。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
自己紹介などの掴みで「村民です」の言葉を

使えるところですね。
来月号は・・・
幼・小・中学校と同じ学び舎だった仲谷睦美

さんです。
仲谷さんへメッセージを・・・

2010年！虎視眈々とチャンスをうかがい、飛
躍の年にしてください。

４歳の時、こども
の日の写真です。
今年の干支のトラ
の上に乗って天下
を取ったような顔
をしていますよね。

NaruKitano

森屋　ひぐち　りゅうしょう くん

（ 樋　口　　　劉　将　）

平成20年９月３日生まれ

これからも元気いっぱいの笑顔を見せてね
お兄ちゃんと仲良くしてね。

父・俊博さん、母・展子さん

森屋　やまと　なるみ ちゃん

（ 大　和　　　愛　実　）

平成20年９月22日生まれ

お話が大好きななるちゃん。
思いやりのある子になってね。

父・ 雅さん、母・真実さん
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不意の災害に備えて
●消防団・千早赤阪分署合同防火訓練、自主防災訓練●

11月１日、村消防団および富田林市消防本部千早赤阪分署合同による防火訓練と、千早地区の自主防災訓練が、
多聞尚学館で行われました。
訓練は、富田林市消防本部千早赤阪分署による負傷者の応急措置や、人口呼吸、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）、

消火器の取り扱いの講習が行われました。
また、村消防団による放水訓練を行いました。
12月６日には、小吹地区で自主防災訓練が行われました。
訓練は、防災本部を設置し、各組と連携しながら、住民の安否確認の情報収集や、避難の指示・誘導を行うなど、
災害時さながらの訓練が行われました。
各訓練に参加した住民の皆さんは、改めて災害に対する心構えを確認されました。

20歳の門出を祝う
●成人式●

１月11日、くすのきホールで成人式が開催されました。
今年、新成人となったのは、平成元年４月２日から平成２年４月１

日までに生まれた若者たち。男子28人、女子27人は、式典を通じて大
人への仲間入りを再認識していました。
また式典終了後には、アトラクションとしてシープスジュニア合唱

団による｢ビリーブ｣、｢はじめてのきみ｣「すてきな自分と出会う道」
が合唱され、新成人たちの20歳の門出を祝福しました。

むらの話題 あ　れ　こ　れ

誓いのことばs

▲お礼のことば

s
シ
ー
プ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
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おめでとうございます

中学生に税の意義や役割を正しく理解してもらうことを目的
として「税についての作文」（全国納税貯蓄組合連合会・国税
庁共催）の募集が行われ、4,564編の応募の中から村立中学校の
３人が入賞し、12月14日に表彰式が行われました。
受賞者は次のとおりです。

¡村長賞　
村立中学校３年生　
北口実希さん
「見守っていきませんか」

¡教育委員会教育長賞
村立中学校３年生　
井原未沙希さん
「高校に通うこと」

¡財団法人納税協会連合会会長賞
村立中学校３年生　内田春香さん
「多くの人の豊かな生活のため」

●「税についての作文」表彰●
～村立中学校～

● 大阪府警察本部長より感謝状 ●
～金剛警備隊～

地域の安全、
無病息災を願って

とんど祭が１月11日千早地区、15日森屋地区、16日桐山地区、17日下東阪
地区で行われました。

12月20日、富田林警察署において金剛警備
隊に、府警本部長より感謝状が贈られました。
金剛警備隊は現在15人のボランティアで構

成され、50年余りにわたり金剛山の冬山登山
者の安全確保や、けが人の救出および行方不
明者の捜索支援などをされており、今回その
功績が評価された
ものです。冬山シ
ーズンを迎え今後
さらなる活動が期
待されます。

発掘調査
●芹

せ

生
る

谷
たに

遺
い

跡
せき

●

大阪府教育委員会文化財保護課により、平成20年12月から
平成21年２月末までの期間中、千早赤阪村川野辺地区・河南
町芹生谷地区において、一般国道309号河南赤阪バイパス道
路整備事業に伴う芹生谷遺跡の発掘調査を行なっています。
調査では、平安時代から鎌倉時代（９世紀～14世紀）に相当
する掘立柱建物

ほ っ た て ば し ら

の柱穴や畑の鋤溝跡
すきみぞあと

などが見つかりました。
また、黒色

こくしょく

土器
ど き

椀
わん

や土師器
は じ き

皿
さら

、瓦器
が き

椀
わん

などの遺物が出土しま
した。平安時代頃から土地を開墾し生活していた様子がうか
がえます。調査期間中の12月22日、ヘリコプターで遺構検出
状況の航空撮影測量を実施しました。

むらの話題 あ　れ　こ　れ

s
１
区
　
建
物
柱
穴

t
２
区
　
鋤
溝
跡
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トレーニング講習会
受講者

テニス初・中級
講習会

名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院照会）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

被保険者の人が、初めて高額療養費の
対象となったときは、大阪府後期高齢
者医療広域連合から「高額療養費の支
給申請について（お知らせ）」が送付
されます。お知らせには申請方法など
が記載されていますので、住民課保険
年金グループの窓口へ提出してくださ
い。
なお後期高齢者医療制度の高額療養
費の申請は、一度申請すると金融機関
などの変更をされない限り、高額療養
費の対象となったときは、自動的に支
払われます。
※高額療養費の計算には、入院時の食

事代や保険診療外の差額ベッド代な

どは含みません。

〈問い合わせ〉

¡住民課保険年金グループ
¡大阪府後期高齢者医療広域連合
給付課
106（4790）2031

上下水道

新たに１業者を村給水装置工事事業
者に指定しました。（合計67業者）
給水装置工事の申し込み、修繕など
は、指定工事業者へ依頼してください。

〈問い合わせ〉

建設課上下水道グループ

新たに１業者を村排水設備工事指定

業者に指定しました。（合計54業者）
排水設備の新設、改造工事は、必ず

村の指定している排水設備業者に依頼
してください。
※指定業者は、工事の依頼を受けます
と、申請や工事に関する書類手続き
などをすべて代行します。
※工事費は自己負担です。（融資あっ
旋制度があります）
※指定業者から必ず見積書をもらい契
約をかわしてから工事を依頼してく
ださい。

〈問い合わせ〉

建設課上下水道グループ

募　　集

いろいろな事
じ

情
じょう

で義務
ぎ む

教育
きょういく

を修了
しゅうりょう

で
きなかった人

ひと

、「あいうえお」から勉
べん

強
きょう

ができ、中学校卒業
ちゅうがっこうそつぎょう

の資
し

格
かく

もとれる
夜
や

間中学校
かんちゅうがっこう

で一緒
いっしょ

に勉強
べんきょう

しましょう。
簡単
かんたん

な給食
きゅうしょく

もあります。
受付
うけつけ

期
き

間
かん

４月
がつ

30日
にち

（金
きん

）までと９月
がつ

１日
ついたち

（水
すい

）か
ら９月

がつ

10
とお

日
か

（金
きん

）まで（ただし学校
がっこう

の
休業
きゅうぎょう

日
び

を除
のぞ

く）
対象
たいしょう

16歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

大阪
おおさか

府
ふ

内
ない

の人
ひと

（外国籍
がいこくせき

の人
ひと

も可
か

）
授業料
じゅぎょうりょう

無
む

料
りょう

〈問
と

い合
あ

わせ〉

教育
きょういく

課
か

学校教育
がっこうきょういく

グループ
1&21300

日時 ３月21日（祝・日）
午前10時～２時間程度

場所 海洋センター・トレーニングル
ーム

内容 トレーニングマシンの使用方法
トレーニングの基礎理論

資格 16歳以上の人
定員 15人（先着順）
受付 ３月19日（金）の午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用 500円
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　
1&27183

村テニス連盟では、初心者・中級者
を対象とした第47回講習会を開催しま
す。
日時 ３月７日（日）～毎週日曜日

午後１時～（全６回）
場所 村立テニスコート
費用 4,000円
定員 20人（先着順）
受付 ２月26日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

中野義信　
1&27519

指定工事業者（上水道）

排水設備工事指定業者

業 者 名 所在地・電話番号

河内長野市
㈱マルコシ 南ヶ丘36－14

1^31881

業 者 名 所在地・電話番号

河内長野市
㈱マルコシ 南ヶ丘36－14

1^31881

夜
や

間中学校生
かんちゅうがっこうせい

徒募
と ぼ

集
しゅう
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お知らせ

平
成
21
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
22
年
３
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

福　　祉

障害者手帳や精神障害者福祉手帳な
どを有している人は、障害者控除また
は特別障害者控除を受けることができ
ます。現在、65歳以上でこれらの手帳
を有していない人でも、介護保険で要
介護認定を受け要介護１以上で認知症
高齢者の日常生活自立度がⅡ以上、ま
たは、障害高齢者の日常生活自立度
（寝たきり度）がＡ以上の人は、所得
税や村府民税の障害者控除を受けるこ
とができます。この障害者控除を受け
るためには、確定申告の際に認定証が
必要ですので役場健康福祉課福祉グル
ープへ申請してください。
〈問い合わせ〉

健康福祉課福祉グループ

児童手当（10月分から１月分）を２
月10日（水）に振り込みます。受給し
ている人は、口座への入金を確認して
ください。
支給月額

○３歳未満の児童　一律10,000円
（注）３歳到達後の翌月からは、第１
（注）子・第２子の支給月額は5,000

円となります。
○３歳以上の児童
¡第１子 5,000円
¡第２子 5,000円
¡第３子以降 10,000円
注意事項

住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金な

どに加入している場合、退職や転職を
すると受給資格がなくなることがあり、
後日返還金が生じる場合があります。
このような場合は、引き続き受給でき
るか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉

健康福祉課福祉グループ

対象条件

q18歳未満の児童および18歳に達した
日からその日以降最初の３月31日ま
での間にある児童

wqの児童を監護する父または母
e父母のいないqの児童を養育する養
育者
（所得制限あり。例：２人世帯　230

万円）
申請に必要なもの

事前に下記まで問い合わせください。
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉

住民課保険年金グループ

老人医療（一部負担金相当額等一部
助成）医療証、障がい者医療証、ひと
り親家庭医療証、乳幼児医療証をお持
ちの人は、１医療機関あたり１日につ
き最大500円（月２日を限度、入通
院・歯科別）を医療機関の窓口でお支
払いただいておりますが、平成18年７
月診療分から１ヵ月の間に医療機関に
支払った一部自己負担額が、『2,500円』
を超えて支払った分を助成します。

なお、領収書がないと助成できませ
ん。医療機関で一部自己負担額を支払
ったときは、必ず領収書などを受け取
ってください。
申請に必要なもの

¡１カ月の間に医療機関の窓口で支払
った額のわかるもの（領収書など）

¡印鑑
¡振込先がわかるもの
¡医療証
〈問い合わせ〉

住民課保険年金グループ

４月から肝臓の機能に障がいがあり、
国が定める「身体障害認定基準」に該
当する人に対して、「身体障害者手帳」
が交付されます。
申請の受付は２月から開始します。

申請に必要な書類（申請書や診断書・
意見書の様式など）は健康福祉課に置
いています。
〈問い合わせ〉

（「身体障害認定基準」について）
大阪府障がい者自立相談支援センター
106（6692）5264

〈申請・問い合わせ〉

健康福祉課福祉グループ

保　　険

１カ月（同一月）の医療費が高額に
なったとき（自己負担限度額を超えて
支払ったとき）は、申請により自己負
担限度額を超えた分が、高額療養費と
して支払われます。

児童手当

一部自己負担額を軽減します

高齢者の障害者控除
対象者認定申請

ひとり親家庭医療助成の
申請を

「身体障害者手帳」の対象に
肝臓機能障がいを追加

後期高齢者医療制度の
高額療養費
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相 　 　 談
２月４日（木）・18日（木）
３月４日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

２月４日（木）
３月４日（木）児　　童

２月18日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課住民生活グループ
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月２日（火）
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・29日（火）
３月２日（火）

２月18日（木）

２月24日（水）

２月16日（火）予定

２月25日（木）予定

２月26日（金）予定

２月11日（木）
25日（木）

２月３日（水）
３月３日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,379人（－７）

男　　3,024人（－３）

女　　3,355人（－４）

世帯数　2,376戸（＋１）

12月末日現在、（ ）は対前月比

華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴史を
テーマに、古墳、寺社、文化遺産など歴史を訪れるハイキングを行います。
ぜひ参加してください。
月　　日 2月28日（日）※小雨決行（荒天中止）
集合時間・受付場所
近鉄「尺土駅」
午前9時30分～10時

参加方法 参加自由（現地集合）
コース（徒歩約16㎞）
近鉄「尺土駅」→長尾神社→綿弓塚→平石峠→高貴寺→大ヶ塚寺内町→富
田林寺内町→富田林寺内町センター（ゴール）→近鉄富田林駅
参加特典
参加賞（参加者の中から抽選でプレゼント）、完歩賞（シリーズ全3回を
完歩した人全員に商品をプレゼント）
費　　用 無料（拝観料などは自己負担）
〈問い合わせ〉
〈¡華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局
〈 （松原市市民生活部経済振興課内）
〈 1072（334）1550
〈¡近鉄大阪ハイキング係
〈 106（6775）3566
〈¡南海テレホンセンター
〈 106（6643）1005

救急通報の際でも、救急
車とともに消防車が出動す
ることがあります。
4月から呼吸停止や心臓停
止の疑いで119番通報があ
ったとき、一刻も早く救命
処置が必要な場合や、消防
隊員による救急活動の支援
が必要と判断した場合、救
急（Ambulance）車ととも
に消防（Pomp）車がサイレ
ンを鳴らし、傷病者のもと
へ向かうことがあります。これを「ＰＡ連携」と呼んでいます。
この消防車には、救急隊員の資格を有し、または救急訓練を受けた消防

隊員が乗車しており、通報から医療機関へ搬送するまでの間、救急隊員を
支援し、より効果的な救命処置を実施します。
皆さんの尊い命を救うことを目的としていますので、ご理解とご協力を

お願いします。
〈問い合わせ〉富田林市消防署　救急係　1 1122

４月からPA連携を導入します
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みなみかわち 歴史ウォーク

6千早赤阪楠公史跡保存会が、奉建
塔周辺（二河原辺地区）の景観向上の
ために、平成11年に植えた約５万株の
スイセンに淡くて白い花が咲き、甘い
香りが散歩する人を楽しませています。

「スイセン」が今年も咲きました 「スイセン」が今年も咲きました 


